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素晴らしい運動会、ありがとうございました。 

 

◆  練習中の２週間でも、子どもたちの姿からとても成長を感じました。 

仲間の失敗をカバーする子。負けそうになってもあきらめない子。一回の練習に、

全力を注ぐ子。仲間と一緒に踊ることを楽しんでいる子。必死に仲間を応援する子。

自分で決めた種目をやり遂げる子。先生の支援や手助けなしで、一人でやりきる子。

勝ったことを素直に喜ぶ子。負けたことを心から悔しがる子。 

   本番でも、係の仕事も一生懸命準備する子、紅白関係なく一生懸命応援する子が

多くいました。 

  保護者の皆様には、お子様の体調管理を十分にしていただきましたこと、また準

備・片づけをお手伝いいただきましたこと、心から感謝申し上げます。本当にあり

がとうございました。 

 

 

   ↑ ソーラン節 

４年生がこけていた子に大丈夫？

と声をかけていたり、前向きな声か

けをしたりしていて素敵でした。自

分の係の仕事はとても大変だったけ

ど、自分の役割を確認しながらやり

遂げられました。ソーラン節では今

までの練習の成果を親に見せられま

した。最後まであきらめずやりきる

ことができました。（６年児童） 

 

みんな、リレーの時に違うチームで

もたくさん応援していてよかった。ア

ンカーで１番ではなかったけど、あき

らめずに走れた。自分が係の仕事をす

る時よりも早めに準備をして仕事をす

ることができた。ソーラン節でちょっ

とまちがえちゃったけど、いっしょう

けんめいおどれました。練習よりも大

きく声を出せました。（５年児童） 

 

 

 ↑ 高学年リレー 

【保護者アンケートから】 

〇写真やビデオを取りやすく配慮してもらえてよかった。毎年どこで子どもが演技するのか知らせてもら

えて、ありがたいです。 

〇半日の運動会を実施されることは、暑さや子どもへの負荷を考えると適切であったと思います。 
〇子ども達も、仲間を応援したり、自ら懸命になったり、よい雰囲気だった。 
●近年の暑さを考えて、もう少し時期をずらす方がいいのではと感じます。 

令和６年 10 月１日 
文責 内海忠裕 

週 1～2 回更新中。

ぜひご覧下さい。 



全国学力学習状況調査から見えてきたこと 

６年生が４月に受けた全国学力学習状況調査から見えてきたことをお伝えします。 

１ 調査問題の結果（全国平均と±５ポイントは「同程度」とされます） 

  弘道小学校 国語 「努力が必要」 

        算数 「全国と同程度」 

 

２ 児童質問紙から 

質問項目 弘道小 全 国 

学校に行くのが楽しい 80.6% 84.8% 

自分には良いところがあると思う 80.5% 84.1% 

先生は自分の良いところを認めてくれる 86.1% 89.9% 

普段の生活で幸せな気持ちになることがある 88.9% 91.7% 

普段授業以外で１日１時間以上家で学習する 19.5% 54.6% 

普段１日に３時間以上ゲームをする 56.0% 30.2% 

 

３ 対応（〇学校として重点的に取り組むこと  ◆家庭で行っていただくこと） 

目 的 対策や手立て 

自分の考えを創る 

理由や根拠を明確に持つ 

論理的思考を高める 

〇比較、分類、関連付けの思考法を活用させる。 

〇考え、理由付け、根拠をセットにして表現させる。 

〇算数の間違いを大切にし、学びの足跡を残す。 

読む力を伸ばす 

語彙力を高める 

〇音読で目で文字を追う力、想像する力を伸ばす。 

◆家庭学習でも音読の機会を設ける。 

〇読書を勧め、担任等が読み聞かせを行う。 

自己肯定感を高める 

 

〇◆子どもの言動を意味づけ、価値づける。 

〇仲間同士良いところ素敵なところを認め合う。 

家庭での学習習慣を創る 

 

◆1，2 年生は連絡帳を必ず保護者がチェックする。 

〇◆低学年（15～30 分）、中学年（45～60 分）、高学

年（75～90 分）を目安に、家庭学習に取り組ませ

る。（出石中校区小中一貫教育「家庭学習のすすめ」から） 

〇◆繰り返し学習（漢字、計算、言葉）や音読、読書

など学年に応じて行う。 

家庭でのゲームや動画視聴

の時間を見直すきっかけづ

くり 

〇◆「家族ふれあいの日（新・月１回）」は宿題はな

しとし、ゲームやメディアをせずに、親子でふれあ

う日とする。カード（ボード）ゲーム、お手伝い、

読書、体力づくり等、各家庭で工夫する。 

〇◆「生活定着習慣」の取組で睡眠習慣等を見直す。 

 

【保護者の皆様へ】～生活習慣定着へご理解とご協力をお願いします～ 

全国学力学習状況調査の結果を受け、学校でも重点的に取り組むことを協議しま 

した。子どもの学習・生活習慣定着は、学校と家庭で一緒に取り組む必要があると

考えています。中学校で期待される学習・生活習慣を見据え、小学校から定着を目

指します。ご家庭でお願いしたいことは「連絡帳のチェック」「音読を聴く」「家庭

学習習慣定着」「メディアのコントロール」「睡眠時間の確保」です。ぜひご協力を

お願いします。 



 


